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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります
御言葉 エゼキエル 22:24-31、イザヤ 58:9-12
賛美 シャイン・ジーサス・シャイン(PPT　２５)
使徒信条 会衆一同

交読文 30
賛美 とこしえの道(PPT　１６)
メッセージ 破れ口に立つ者（ヨナ書 1,2章）
御言葉を適用する祈り 会衆一同

主の祈り 会衆一同

Ⅱコリント１３：１１－１３ パスター

報告

震災にある日本のための祈り
今、実際的な助けを必要としている人達に、一刻も早く助けが備えられるように。

上に立てられている権威に良き知恵が与えられ、正しい判断によって混乱なく指示を出しま

すように。

今、被災地で救助活動しておられる働き人達の手が守られ、滞りなく進められますように。

分子の陽子・電子・中性子に至るまで、全宇宙の運行を全て支配し管理しておられる主・イ

エスの名によって、原発や地下プレートが、この国の人々に害する事を禁じます。

今、人を脅かしているあらゆる自然の活動に対し、地の深みから山々の頂に至る全地を統

べ治めておられる主イエスの名によって、これ以上この国に害を及ぼす事を、禁じます。

人々を害為す邪悪な人的・霊的な存在には、自ら掘った墓穴に入るよう呪います。

陽子・電子・中性子から全宇宙の運行に至るまで、全て支配し管理しておられる、主イエス

の名によって、日本を祝福します。アーメン。

祝福の御言葉（空欄に自分の名前を当てはめましょう）

軛を負わすこと、指をさすこと、呪いの言葉をはくことを、＿＿＿＿の中から取り

去るなら飢えている人に心を配り、苦しめられている人の願いを満たすなら、

＿＿＿＿の光は、闇の中に輝き出で、＿＿＿＿を包む闇は、真昼のようになる。

主は常に＿＿＿＿を導き、焼けつく地で＿＿＿＿の渇きをいやし、骨に力を与

えてくださる。＿＿＿＿は潤された園、水の涸れない泉となる。

人は＿＿＿＿を「城壁の破れを直す者」と呼び、「道を直して、人を再び住まわ

せる者」と呼ぶ。（イザヤ 58:9-12）

＿＿＿＿の主・イエス様の名前にあって。アーメン。

メッセージ概要

ニネベは邪悪な町で、その悪が神の御許に達したために滅びの危機が訪れた。

日本も滅びの危機に瀕しているが、偶然の連続によって、大規模爆発や放射能拡散から守られている。

神様は邪悪な町ニネベさえも憐れまれたように、日本も憐れまれ、ニネベに対して御言葉を伝える者・ヨナ

を整えたように、日本にも取り成す者、御言葉を伝える者を整え、導いておられるのだ。

ヨナは他の預言者に比べると、神様への文句と痛い目に満ちた出来の悪い預言者のように見えるが、為さ

れた事だけ着目すると、船に同乗した者全員をまことの神に立ち返らせ、巨大な魚に飲まれ 3日 3 晩海の

中にいたのに生還し、歩いて 3日もかかる大きな町ニネベを悔い改めへと導くなど、多くの実績を残した。

私達もできの悪い預言者のようかもしれないが、神は憐れみ深く、私達を整え、失敗さえも用い下さる。

ヨナは主の命令を受けた時、まず逃げた。人々に埋もれ、船に乗り込み、主の示しとは逆方向へと向った。

その船が沈みそうになった時、他の皆は自分の神に祈ったり荷物を捨てて働いているというのに、彼は

ぐっすり眠り込み、まことの神の預言者のくせに、異教の民の船長から「寝てないで神に祈れ」と叱られた。

人々は彼に詰め寄って、「さあ、話してくれ。この災難が我々にふりかかったのは、誰のせいか。あなたは

何の仕事で行くのか。どこから来たのか。国はどこで、どの民族の出身なのか」と言った。（ヨナ 1:8）

神は災いを通じ、強制的に私達に思い出させる。私達は何の仕事をしている者か。どこの民族出身なのか。

私達の仕事は神の祭司であり、天の国籍を持つ者、神の民族出身である。

神が何を望んでおられるのか知りつつ敢えて無視し、人の中に紛れ込み、祈る事を止めていないだろうか。

まことの神の言葉を伝える者なのに眠っていないだろうか。

ヨナは人々から問いただされ、自分は「海と陸とを創造された天の神、主を畏れる者だ」と告白し、人々は

聞いて非常に恐れ「なんでそんな事をしたのか」と言った。

私達も神から与えられた役割をおろそかにしていると、乗る船は嵐に遭い、荷物は捨てる羽目に遭い、ヨ

ナのように海に投げられ、魚に飲み込まれ、それを見ていた周りの者達は畏れて神に立ち返るのだ。

人々はヨナを恐れ、特別扱いし、何とか救おうとしたが、ヨナは自分を海に投げ込むように言った。

主から過ちを指摘されたなら、人々に荒海の中を岸まで漕いで生かしてもらう事を願うのではなく、御心か

ら離れている自分の自我を十字架の死へと明け渡す宣言をし、3日目の復活に委ねるべきである。

ヨナが海に投げ込まれた時、風は止んで海は大凪になったが、主が見腕を動かされたのはそればかりで

なく 巨大な魚、とうごまの木、虫、東風をも動かしてまでヨナを整え、同時に御心を遂げられた。

ヨナ書を読むと、神様とヨナの一対一の対話のように読み進められるが、ヨナの周りの者の視点に立って読

んでみると、ヨナを中心に彼の周りの世界が、彼の言動によって振り回されている事が分かる。

私達は神の僕である故に、神は、自然界を振り回すほどに、厳粛に私達を特別扱いしておられるのだ。

もし私達が整えられ、執り成して祈るとしたら、主はどれほど御心を動かすだろうか。

 ヨナは人々から捨てられ、海に投げ込まれ、魚に飲み込まれ、山々の根元まで下った。

その絶望のどん底、助かる見込みの無い静寂の暗闇から、ヨナは主に祈り、主と一対一で深く交わった。

どんなに御旨から逸れて堕落し、底の底まで下っても、主はそこにおられ、祈りを聞いて下さる。

初めから平伏して御声に従っていれば、こんな大事にはならなかったはずだが、そういう者は、自分の好き

勝手を捨てる「十字架の経験」と、全能者の前にいのちを横たえる「3日 3 晩の死」を通される。

その向こうには復活が待っており、余計なものは削ぎ落とされ、主の働きが出来るよう整えられるのである。

ヨナはそうしてニネベを救うための使者として整えられていった。

日本は今、憐れみが注がれており、この国のために執り成し、忠実に御心を行う者を主は望んでおられる。

主がニネベへの 40日のカウントダウンを開始されたのは、ヨナが十分整えられてからである。

主は日本を執り成す為に破れ口に立つ者（エゼ 22:24-31）が整えられる日を、一日も早く待っておられる。

文句と苦難だらけのヨナをも整えら用いられた主が、皆さんをも整え、この国のために執り成し、御言葉を

伝え、いのちを救うために、大いに用いられますように。

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

日曜礼拝

1 部              　       10:00
2 部（韓国語のみ）  　11:00
食事/フェローシップ　12:00～

3 部（韓国語 日本語通訳あり）　14:00
聖書勉強会                           15:00

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木　　夜の祈祷会　　　　　21:00～

水曜集会

　1 部                                   　13:00～

　2 部                                   　19:30～

金曜徹夜祈祷会                      21:00～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番出口より徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 2巻 22号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2011年　5月 29日

横浜天声キリスト教会
1部礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp

モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で

聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！


